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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、企業収益が改善するなか設備投資は緩やかな増加基調にあり、個人

消費も雇用・所得環境の着実な改善を背景に底堅く推移するなど、緩やかな回復が続いております。一方、世界経

済は、一部に緩慢さを残しつつも先進国を中心に回復しておりますが、新興国・資源国経済の動向、欧州経済の債

務問題の展開、米国経済の回復のペースといったリスク要因もあり、今後の動向につきましては引き続き注意が必

要であります。
 

 このような環境の中、産業機器分野向けシール製品は、設備投資の増加の傾向を受け、売上高は前年同期を上回

りました。また、電子機器関連事業の半導体・液晶製造装置関連業界向けピラフロン製品も半導体市況が堅調に推

移したことにより、売上高は前年同期比増加しました。
 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高56億68百万円（前年同期比16.8％

増）、営業利益９億50百万円（前年同期比48.1％増）、経常利益10億15百万円（前年同期比52.9％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益５億87百万円（前年同期比58.9％増）となりました。
 

 連結売上高をセグメント別に見ますと、産業機器関連事業は24億28百万円（前年同期比3.5％増）、電子機器関

連事業は32億17百万円（前年同期比29.5％増）、その他部門（不動産賃貸等）は22百万円（前年同期比8.4％増）

となりました。

 また、営業利益のセグメント別につきましては、産業機器関連事業は３億88百万円（前年同期比15.8％増）、電

子機器関連事業は５億66百万円（前年同期比92.2％増）、その他部門（不動産賃貸等）は７百万円（前年同期比

2.1％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間の総資産は、たな卸資産は増加しましたが、受取手形及び売掛金並びに有形固定資産

の減少等により前期末比64百万円減の414億２百万円となりました。また、有利子負債（リース債務は除く）は、

前期末比81百万円減の７億74百万円となりました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益等により前期末

比３億44百万円増の334億44百万円となり、自己資本比率は80.8％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想は、現時点において決算発表時（平成27年５月８日）に公表いたしました第２四半期連結累計期間

及び通期の連結業績予想に変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更 

 （企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを

行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 13,929 13,916 

受取手形及び売掛金（純額） 9,600 9,499 

商品及び製品 611 746 

仕掛品 992 1,083 

原材料及び貯蔵品 559 621 

その他 430 338 

流動資産合計 26,124 26,206 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,298 6,184 

機械装置及び運搬具（純額） 1,345 1,292 

土地 3,648 3,542 

その他（純額） 218 304 

有形固定資産合計 11,510 11,324 

無形固定資産 75 73 

投資その他の資産 3,756 3,798 

固定資産合計 15,342 15,195 

資産合計 41,466 41,402 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,239 3,386 

短期借入金 516 491 

未払法人税等 496 223 

賞与引当金 578 298 

その他 1,381 1,442 

流動負債合計 6,213 5,843 

固定負債    

長期借入金 339 282 

退職給付に係る負債 1,183 1,194 

資産除去債務 60 60 

その他 570 576 

固定負債合計 2,154 2,114 

負債合計 8,367 7,957 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,966 4,966 

資本剰余金 5,190 5,190 

利益剰余金 21,151 21,491 

自己株式 △145 △146 

株主資本合計 31,162 31,502 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,424 1,459 

為替換算調整勘定 453 421 

退職給付に係る調整累計額 59 61 

その他の包括利益累計額合計 1,937 1,941 

純資産合計 33,099 33,444 

負債純資産合計 41,466 41,402 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 4,851 5,668 

売上原価 3,179 3,698 

売上総利益 1,672 1,970 

販売費及び一般管理費 1,029 1,019 

営業利益 642 950 

営業外収益    

受取配当金 32 41 

為替差益 － 14 

その他 7 11 

営業外収益合計 40 68 

営業外費用    

支払利息 3 2 

為替差損 13 － 

その他 1 0 

営業外費用合計 18 3 

経常利益 664 1,015 

特別損失    

固定資産処分損 56 － 

減損損失 23 105 

特別損失合計 80 105 

税金等調整前四半期純利益 584 910 

法人税、住民税及び事業税 65 213 

法人税等調整額 148 109 

法人税等合計 214 322 

四半期純利益 369 587 

親会社株主に帰属する四半期純利益 369 587 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 369 587 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 69 35 

為替換算調整勘定 △47 △32 

退職給付に係る調整額 6 1 

その他の包括利益合計 28 4 

四半期包括利益 398 592 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 398 592 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

産業機器 
関連 

電子機器
関連 

計 

売上高              

外部顧客への売

上高 
2,345 2,485 4,831 20 4,851 － 4,851 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

653 642 1,296 4 1,300 △1,300 － 

計 2,999 3,128 6,127 24 6,152 △1,300 4,851 

セグメント利益 335 294 630 7 637 4 642 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額４百万円は、セグメント間取引消去△０百万円及び棚卸資産の調整額

４百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 各報告セグメントに配分していない全社資産において、遊休資産に区分される土地の減損損失を

特別損失として計上しております。なお、減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間におい

ては23百万円であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

産業機器 
関連 

電子機器
関連 

計 

売上高              

外部顧客への売

上高 
2,428 3,217 5,646 22 5,668 － 5,668 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

640 625 1,265 4 1,269 △1,269 － 

計 3,069 3,842 6,912 26 6,938 △1,269 5,668 

セグメント利益 388 566 955 7 962 △12 950 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△12百万円は、セグメント間取引消去０百万円及び棚卸資産の調整額

△12百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 各報告セグメントに配分していない全社資産において、遊休資産に区分される土地の減損損失を

特別損失として計上しております。なお、減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間におい

ては105百万円であります。
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